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　　　　　　令和7年度 群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務
　　　　　　第１章　　　  建築工事（総合）

Architecturai-plan



項目

建設地

都市計画区域

防火・準防火の有無

敷地面積

建築面積

延べ面積

建ぺい率

容積率

主要用途

構造・規模

項目 階別施設別項目

全体延べ面積

延べ面積
家畜保健衛生課
病性鑑定施設

建築面積

棟 仕上部位

屋根

笠木

外壁

外巾木・腰壁

軒裏

建具

竪樋

家

畜

保

健

衛

生

課

病

性

鑑

定

施

設

内容 仕上

備　考

収容人員

※実施設計段階で各部仕上げは再調整することがあります

※構造、電気設備、機械設備の概要は各章の計画概要による

延べ面積

③車庫・物置
Ｓ-1

延べ面積

④健康動物舎
W-1

新設床面積既設床面積

延べ面積

①研究棟
RC-2

新

設

既

設

防水

②解剖棟
RC-1

延べ面積

延べ面積⑤試験動物舎
RC+W-1

延べ面積
⑥機械室

RC-1

延べ面積
⑦BSE採材棟

S-1

延べ面積⑧便所
W-1

延べ面積
⑨採材準備室

S-1

軒樋

（外構）

洗車場

オイルタンク

全体建築面積

285㎡

群馬県前橋市富士見町小暮 2425-3（中部農業事務所家畜保健衛生所 地内）

都市計画区域内（用途地域の指定なし）

指定なし

11,062.89㎡

294㎡

14.96％ < 70％

18.61％ < 200％

建築基準法：家畜保健衛生研究所(区分 08300)・消防法：（15項）事務所等

鉄骨造/平家建て/耐火建築物等：その他建築物

アルミ笠木 ステンカラー

金属サンドイッチパネル あらわし（ガルバリウム鋼板ｔ0.35）

アルミサッシ（2次電解着色/ステンカラー）複層ガラスLow-E 仕様 

カラーVP

2,059.22㎡

285㎡

最大8人

金属サンドイッチパネル葺き
（ガルバリウム鋼板ｔ0.5+Œflÿ≤øº±«⁄∞ƒÃ´∞—ｔ35+ガルバリウム鋼板ｔ0.35）

コンクリート打放補修 外装用超耐久性疎水塗料

54.00㎡

30.80㎡

72.00㎡

なし

1,342.00㎡

54.00㎡

30.80㎡

1,001.02㎡

ALCｔ100 デザインパネル 縦張り

50.10㎡ 50.10㎡

294㎡

16.65㎡ 16.65㎡

198.00㎡ 198.00㎡

0.95㎡ 0.95㎡

9.72㎡ 9.72㎡

塩ビ軒樋（芯材入）

コンクリート舗装・排水桝・グレーチング側溝

オイルタンク（機械設備工事）・オイルタンク基礎

県内唯一の病性鑑定施設である中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設は現在、解剖棟と焼却炉が別棟となっている。

本基本設計は建設当時には症例の無かった特定家畜伝染病における病原体の 外部拡散防止対策を強化するとともに、近年不具合が頻発している焼却炉の更新を図ることを目的とする。

　⇒建設スケジュール：R7年度 基本設計 / R8年度 実施設計 / R9年度 建設工事

「家畜保健衛生課病性鑑定施設」

1,655.24㎡

計画建物 計画建物

計画概要表 外部仕上表

■計画説明・計画概要表・建物別面積表・外部仕上表・建物求積図・面積計算表

建物別面積表

計画説明

建物求積図・面積計算表
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求積図 S=1/400

■面積計算表

（1）13.4×19.4 = 259.96

（2）  8.4×  3.0 =   25.2

合計　285.16 ㎡ （延べ面積）…①

（3）1.0×8.6 = 8.6（建築面積分）…②

　①+② = 293.76㎡（建築面積）

Ａ・001計画概要・計画概要表・建物面積表
・外部仕上表株式会社　福島建築設計事務所 non scale令和7年度群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務

sakurai-fu
四角形



エリア 室名（主要室） ＦＬ
高さ

床面積 床
巾　木
腰　壁 壁 廻縁 天井

高さ

天　　井 備　　考

解剖室

焼却炉

63.6㎡ FL±0
コンクリート金ゴテ押え 塗床
（耐薬品・抗菌・防滑性能）

ALCｔ100 複層塗材Ｅ フッ素系 塩ビ製 CH5100 LGS下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6
（目）EP-G

コンクリート金ゴテ押え 塩ビ製 CH0000

荷受場 28.8㎡
コンクリート金ゴテ押え 塗床
（防塵）

コンクリート打放し
補修 塗床塗上・複層
塗材E フッ素系

ALCｔ100 複層塗材Ｅ フッ素系 CH6300

51.1㎡

FL-1200
LGS下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6
（目）EP-G

塩ビ製

コンクリート打放し
補修

ALCｔ100 あらわし

ロールイン冷凍庫 FL±0
コンクリート金ゴテ押え 塗床
（常時氷点下耐性）

CH2700 パネル鋼板 8.1㎡ パネル鋼板ー ー

資材保管庫1 13.6㎡ FL±0
コンクリート金ゴテ押え 塗床
（耐薬品・抗菌・防滑性能）

コンクリート打放し
補修 塗床塗上 ケイ酸カルシウム板ｔ10 EP-G 塩ビ製 CH2700 LGS下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6

（目）EP-G

履替え 12.6㎡ FL±0
コンクリート金ゴテ押え 塗床
（耐薬品・抗菌・防滑性能）

コンクリート打放し
補修 塗床塗上 化粧ケイ酸カルシウム板ｔ6 塩ビ製 CH2525

LGS下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6
（目）EP-G

・パスボックス
・ステンレス製中量ラック
・側溝、排水桝
・水栓柱（機械設備工事）

焼却灰保管庫 コンクリート金ゴテ押え 塩ビ製 CH4200 折板葺き あわらし12.6㎡ ALCｔ100 あらわし・石膏ボード EP-G

FL-1200

FL-1100

LGS下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6
（目）EP-G

汚
染
エ
リ
ア

非
汚
染
エ
リ
ア

風除室 5.2㎡ FL-25
コンクリート金ゴテ押え 塗床
（耐薬品・防滑性能）

コンクリート打放し
補修 塗床塗上 塩ビ製 CH2525 LGS下地 化粧石膏ボード

・ユニット式冷凍庫（-20℃）
・光触媒脱臭機脱臭装置
（機械設備工事）

玄　関 3.2㎡ FL±0
コンクリート金ゴテ押え 塗床
（耐薬品・防滑性能）

コンクリート打放し
補修 塗床塗上

石膏ボード EP・羽目板張り 塩ビ製 CH2525 LGS下地 化粧石膏ボード

廊　下 15.8㎡ FL±0 石膏ボード EP・腰壁羽目板張り 塩ビ製 CH2500 LGS下地 化粧石膏ボード
コンクリート金ゴテ押え
長尺シート 木製巾木 H75

男子更衣室 6.3㎡ FL±0 石膏ボード EP 塩ビ製 CH2500 LGS下地 化粧石膏ボード
コンクリート金ゴテ押え
長尺シート ソフト巾木 H75

脱衣室（男女共通） 各1.3㎡ FL±0 石膏ボード EP 塩ビ製 CH2300 LGS下地 化粧石膏ボード
コンクリート金ゴテ押え
長尺シート

ソフト巾木 H75

WC（男女共通） 各2.2㎡ FL±0 石膏ボード EP 塩ビ製 CH2300 LGS下地 化粧石膏ボードコンクリート金ゴテ押え
長尺シート

ソフト巾木 H75

資材保管庫2 5.20㎡ FL±0 ケイ酸カルシウム板ｔ10 EP-G 塩ビ製 CH3700 LGS下地 化粧石膏ボード
コンクリート金ゴテ押え
長尺シート ソフト巾木 H75

・コンパクト手洗い
（機械設備工事）

・鋼製中量ラック

US（男女共通）
ユニットシャワー

各0.9㎡ FL±0 CH0000
コンクリート金ゴテ押え
長尺シート ー ー ー ー ・ユニットシャワー（0808）

・長靴入れ
・洗濯機（備品）+乾燥器（備品）

・壁掛け洗面器（機械設備工事）
・更衣棚・ロッカー

・自動ドア（折り戸式）
・下足入れ

・脱衣カゴ（備品）

・電動軽量シャッター
・動力噴霧器（備品）
・水栓柱（機械設備工事）
・側溝、排水桝
・一方向クレーンレール

・焼却炉（AKS-18型）+制御盤
・両開き鉄扉

・器具収納棚
・ƒfi◊Ãƒ¡¨› fi∞（機械設備工事）
・水栓柱（機械設備工事）
・一方向∏⁄∞›（1.5ｔ）
・Ω√›⁄Ω流し台
・吸込ガラリ
・側溝、排水桝
・解剖台（備品）
・無影灯（備品）
・ ›ƒfiÿÃƒ（備品）

コンクリート打放し
補修 塗床塗上・複層
塗材E フッ素系

・自動ドア（片引き）
・パスパボックス
・傘立て（備品）

機械室 24.0㎡ FL±0 ALCｔ100 あらわし CH0000コンクリート金ゴテ押え ・機械設備機器（機械設備工事）ー

女子更衣室 7.5㎡ FL±0 石膏ボード EP 塩ビ製 CH2500 LGS下地 化粧石膏ボード
コンクリート金ゴテ押え
長尺シート ソフト巾木 H75 ・壁掛け洗面器（機械設備工事）

・更衣棚・ロッカー

石膏ボード EP・羽目板張り

・分電盤（電気設備工事）
・端子盤（電気設備工事）

・軽量シャッター

■内部仕上表・各室面積表

■主要諸室（病性鑑定業務に係る諸室）以外の諸室について

病性鑑定業務に係る主要な諸室以外の諸室については、建設予定地が研究棟より歩行距離にして60ｍ程度離れている。そのため玄関、更衣室、トイレ、シャワー室、資材保管庫など必要最小限の室を併設させる
ことが防疫上必要である。

Ａ・002内部仕上表・各室面積表株式会社　福島建築設計事務所 Non Scale令和7年度群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務

sakurai-fu
四角形



Ａ・003配置計画図株式会社　福島建築設計事務所 S=1/400令和7年度群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務

研究棟
（竣工 H6年度）
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植え込み

駐車場

受水槽

通路

池

アヒル小屋

物置

浄化槽
（25人槽）

危険物置き場
発電機

①

②

③

健康動物舎④
試験動物舎⑤

機械室

⑥

焼却炉

⑦

⑧

⑨

BSE採材棟
（設計 H22年度)

便所

BSE排水貯留槽
(H17設置/2005)

採材準備室
（設計 H14年度）

解剖室
（竣工 H6年度）
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排水処理槽
（竣工 H6年度）

H.H
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研究棟基礎：直接基礎形式

基礎底版 = 設計GL-1930

電気室
（変電設備）

歩
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歩
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民家

民家

水路

道　路　境　界　線

職員駐車場（隣地畜産試験場敷地内）

通用口

消毒槽

車両消毒ゲート
W3900×H4000

国道353号線
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配置計画図　S=1/400
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基礎底版 = 設計GL-1930
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▽BSE採材棟 設計GL
（369.18）
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▽支持層

BSE採材棟基礎：地盤改良

5
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延焼ライン

車庫・物置

研究棟

解剖棟

健康動物舎

試験動物舎

機械室

548.50　ｍ2

793.50　ｍ2

1,342.00　ｍ2

72.00　ｍ2

54.00　ｍ2

30.80　ｍ2

50.10　ｍ2

16.65　ｍ2

構　造棟　名番号

家畜保健衛生研究所

敷地面積

計画地

施設名

■既存施設概要

床　面　積

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

前橋市富士見町小暮　2425-3

11,062.89　ｍ2 

１階

２階

延べ面積

ＲＣ造１階建て

Ｓ造平屋建て

木造平屋建て

ＲＣ造+木造平屋建て

ＲＣ造平屋建て

ＲＣ造２階建て

（渡り廊下含む）

Ｓ造平屋建て 198.00　ｍ2

0.95　ｍ2

9.72　ｍ2⑨

便所

採材準備室

BSE採材棟

1,774.22　ｍ2既存建物①〜⑨ 合計

1
9
0
0
0

60m

1
5
6
0

µ≤
Ÿ¿
›
∏
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焼却炉A
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制御盤

上部
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資材
保管庫

(+50)

動力噴霧器
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1
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軽量シャッター
W1500×H3000

※焼却炉の搬入はクレーン
　にて上から吊り込み

側
溝

側
溝

収納棚（防護服・消毒液）
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プラットホーム
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9
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1
8
0
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1
2
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40002000 2000

1
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候補1

A.S ≤›¿∞€Ø∑›∏fi

洗車場
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6
3
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■案内図

Ｎ

4

4

353

353

◆卍赤城法華堂

（株）エコ・ディスタンス

◆

竜門公園

353

赤
城
白
川

赤
城
白
川

トレーラー展示場
（株）栄和製作所
群馬工場　◆

イタリアンデルソーレ◆

◆古久家

◆桑風庵馬事公苑店

◆徳永農園

前橋市立白川小　文◆

◆ミニ屋Ａ

群馬県畜産試験場◆

群馬県馬事公苑◆

◆セブンイレブン

皆沢集落センター◆

◆MAROYAカーゴ
ファースト・クリエート◆

◆（株）山海通商

◆白川台会館

計画地：前橋市富士見町小暮2425-3

家畜保健衛生研究所

sakurai-fu
四角形
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ドア

自動
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最大4ｔ車

Ａ・004平面計画図株式会社　福島建築設計事務所 S=1/100令和7年度群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務

汚染エリア

非汚染エリア

防火区画（前橋市火災予防条例による）

凡例

防

防

防 防

防 防火設備

sakurai-fu
四角形



断面図B
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Ａ・005屋根計画図株式会社　福島建築設計事務所 S=1/100令和7年度群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務

sakurai-fu
四角形
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Ａ・006立面計画図株式会社　福島建築設計事務所 S=1/200令和7年度群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務

南立面計画図 S=1/200 西立面計画図 S=1/200

北立面計画図 S=1/200 東立面計画図 S=1/200

sakurai-fu
四角形
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Ａ・007断面計画図-1株式会社　福島建築設計事務所 S=1/100令和7年度群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務

1
10

1
10

断面計画図（A-A'断面）

sakurai-fu
四角形
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Ａ・008断面計画図-2株式会社　福島建築設計事務所 S=1/100令和7年度群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務

断面計画図（B-B'断面）

sakurai-fu
四角形



Ａ・013構造計画基本方針株式会社　福島建築設計事務所 non scale令和7年度群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務

■ 構造計画基本方針

中部農業事務所 家畜保健衛生課病性鑑定施設の位置付けと安全性および耐震計画

・以上の要件により、「危険物を貯蔵又は使用する施設」として計画する

■ 非構造部材（吊り天井等）

吊り天井等の非構造部材の耐震化に配慮し、内部空間の安全性を確保する計画とする

∫›∏ÿ∞ƒの耐久設計基準強度

耐久設計基準強度（N/mm2）計画供用期間の級

18

30

36超長期

長期

標準

短期

24

■ 耐久設計方針（建築工事標準仕様書・同解説JASS5鉄筋∫›∏ÿ∞ƒ2015より）

計画供用期間：一般的な劣化作用に対し構造安全性、耐火性、使用性などの性能を確保し続ける目標期間

（最小かぶり厚さについては、公共建築工事標準仕様書に従うことで短期、標準、長期までの仕様に対応できる）

構造体の計画供用期間の級を、「長期（計画供用期間としておよそ100年）」とする

計画供用期間の級「長期」に対応できる「耐久設計基準強度30N/mm2以上」を採用する。

■ 基礎構造

■ 建物構造概要

棟 階数 構造 基礎構造 耐震安全性の分類
棟別構造面積

（建築基準法）

耐震安全性の分類

Ⅰ類

Ⅱ類

Ⅲ類

重要度係数（I) 

Ⅰ類

1.50

1.25

1.00

S造 地盤改良・
直接基礎

病性鑑定施設  約 285 ㎡1

地質調査により敷地の地盤を把握し、上部建物の重量

を効率よく地盤に伝達できる基礎形式とする.

既存建物の地質調査によると、支持地盤が計画地盤面

より約3.0ｍほど下にあると推定されるため、その間

を地盤改良し計画建物の荷重を支持地盤に伝達できる

ようにする（実施設計時にŒfi∞ÿ›∏fi調査を行う）

          

耐震⁄ÕfiŸを1.5倍に向上させた耐震性能(Ⅰ類：重要度係数I＝1.5)を目標とする

大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られている。

必要な設備機能を相当期間継続できる。

大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られていると共に、大きな補修をすることなく、

二次災害の防止が図られている。

大地震動により建築非構造部材の損傷、移動等が発生する場合でも、人命の安全確保と

十分な機能確保が図られている。

支障となる建築非構造部材の損傷、移動等が発生しないことを目標とし、人命の安全確保に加えて、

大地震動後、災害応急対策活動等や被災者の受け入れの円滑な実施、又は危険物の管理のうえで、

大地震動：建築物の耐用年限中に一度遭遇する可能性のある地震動
関東大震災級の地震動として地動最大加速度で約300〜400gal（cm/s2）程度、気象庁震度階の震度6強程度の
地震動を想定している

乙類

甲類

Ｂ類

Ａ類建築

非構造

部材

建築設備

構造体 Ⅱ類

Ⅰ類

Ⅲ類
人命の安全確保が図られている。

大地震動により構造体の部分的な損傷は生ずるが、建物全体の耐力低下は著しくないことを目標とし、

人命の安全確保に加えて機能確保が図られている。

大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用できることを目標とし、

人命の安全確保に加えて十分な機能確保が図られている。 

大地震動後、構造体の補修をすることなく建築物を使用できることを目標とし、

耐震安全性の目標

「多数のものが利用する施設」として建築基準法および施行令が要求している一般耐震⁄ÕfiŸ(Ⅲ類：重要度係数I＝1.00)から

本建物の構造体の耐震性能目標は、地震災害およびその二次災害を防ぐ安全性能を確保するため、

■ 耐震性能目標

官庁施設に求められる耐震安全性（官庁施設の総合耐震計画規準及び同解説より）

一般官庁施設（上記以外のすべての官庁施設）

東京圏、名古屋圏、大阪圏及び地震防災対策強化地域にある指定地方行政期間入居施設

指定行政機関入居施設

指定地方行政Ãfi€Ø∏機関入居施設

指定地方行政機関のうち上記以外のもの及びこれに準じる機能を有する機関入居施設

病院関係機関のうち、災害時に拠点として機能すべき施設

上記以外の病院関係施設

学校、研修機関等のうち、地域防災計画で、避難所として指定された施設

放射性物質又は病原菌を取り扱う施設、これらに関する試験研究施設

石油類、高圧∂fiΩ、毒物等を取り扱う施設、これらに関する試験研究施設

学校施設、社会教育施設、社会福祉施設等

建築非

構造部材

災害対策の指揮、
情報伝達のための
施設

被災者の救助、緊急
医療活動等のための
施設

位置づけられた施設

又は使用する施設

利用する施設

多数のものが

危険物を貯蔵

避難所として

構造体 建築設備

その他 乙類

乙類

甲類

乙類

Ⅲ類

Ⅱ類

Ⅱ類

Ⅰ類

Ⅰ類

Ⅱ類

Ⅰ類

耐震安全性の目標

甲類

甲類

B類

B類B類

A類

A類

A類

A類

Ⅱ類

Ⅱ類

対象施設施設の用途

・病原菌を取り扱う施設である

・疾病感染が疑われる家畜を解剖、病理判定を行う県内唯一の病性鑑定施設である

・解剖後の家畜の焼却までを行うため、危険物を貯蔵、使用する施設である

：適用

凡例

標準貫入試験

■（参考）ボーリング標準貫入試験・土質構成　※BSE採材棟建設時のデータ

N
値土質深

度

旧表土

埋土

粘土質€∞—

礫混り€∞—

火山砂礫

10 20 30 40 50 60

369.26

計画建物設計GL
368.33

sakurai-fu
四角形



Ａ・014解剖室必要床面積算定根拠株式会社　福島建築設計事務所 1/150令和7年度群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務

□与条件の整理

■家畜保健衛生課病性鑑定施設 解剖室の必要床面積算定根拠

・作業性とクレーンの利用を考慮し「荷受場→解剖室→焼却炉」一直線の動線とする

・最大8名程度が解剖に参加する場合を想定する
6
,0

0
0

4
,0

0
0

7,000 5,000

4,000

0 1 2’ 3’

12,000

E

F

現 解剖室

保管室

飼育舎

準備室

焼却炉

42.0㎡ 15.0㎡

7.5㎡

7.5㎡

上部
天井クレーン

上部
一方向クレーン

上部
一方向クレーン

現 解剖室

現 解剖室 

・RC造 平家建て

・延べ面積 7.0×6.0=42.0㎡

【事例3】栃木県北家畜保健衛生所（H31年）

解剖室

59.84㎡

8800

6
8
0
0

【事例4】岐阜県飛騨家畜保健衛生所（R4年）

解剖室

64.00㎡

8000

8
0
0
0

【事例2】福島県家畜保健衛生所（H29年）

解剖室

68.17㎡

10000

7
9
0
0

3800 6200

5
0
5
0

2
8
5
0

8000

3
1
0
0

7
0
0
0

3
9
0
0

1700

計画 解剖室

（決定案）

61.27㎡

焼却炉

荷受場

荷受場焼却炉
荷受場焼却炉

【事例1】大分県玖珠家畜保健衛生所（H28年）

解剖室

47.32㎡

6500

5
6
0
0

荷受場焼却炉

42002300

2
6
0
0

荷受場

焼却炉

□解剖室床面積の算定

・家畜保健衛生所の施設基準は「家畜保健衛生所施行令」に基づき定められるが、具体的な解剖室の広さまで

　は規定されていない

・近年に設置された他県の解剖室の事例を平均すると59.83 ≒ およそ60㎡前後となる（上記事例）

・焼却炉の大きさやバックヤードのプランニングから必要な柱スパンを8.0m×7.0mと決定し、それを元に

　解剖室をプランニングする

・結果、61.27㎡となり事例の平均面積と同等の床面積となる

□解剖室床面積事例

荷受場

sakurai-fu
四角形



Ａ・018冷凍庫 仕様検討書-1株式会社　福島建築設計事務所 non scale令和7年度群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務

■冷凍庫仕様比較検討書

1）与条件の整理

　冷凍庫は以下の要件により仕様を決定する

・解剖された畜体を一時保管するためのコンテナ(1200ℓ) が2台格納できる大きさ

　コンテナサイズ：W2000×D1050×H850

・解剖された畜体からは硫化水素が発生するため、冷凍庫内部は耐蝕性に優れたΩ√›⁄Ω製(SUS304）

　パネル仕様とする

・冷凍温度は-20℃とする

・床がフラットなロールインタイプとする

コンテナ（1200ℓ）

資料：イシグロ株式会社(管材“∞∂∞)HPより

【パネル組立式冷凍庫】

サイズ：W2700×D2900×CH2700

壁、天井パネル：両面ステンレスパネル

（SUS304ｔ0.7 No.2B）パネル総厚100

【防熱扉】

有効開口＝W2300×H2000×100

表面材＝SUS304  No.4t

枠＝三方枠  （樹脂枠）

駆動・制御＝手動

ヒーター＝100V

開閉仕様＝セーフティーハンドル

戸当りストッパー

庫外（**℃）／庫内（-20℃）

【床防熱】

湿防水シート0.7ｔ+防熱材 125ｔ + 上：透湿防水シート

【フロアヒーター】

埋設用フロアヒーター

冷凍(-25℃)⇔荷捌き(+5℃)

電気容量(1組)：1069.70W(-20℃)/16.05A

【冷却設備】

冷凍機  型式：ACT-035VR4

室内機  型式：CC-V2080FH Vシリーズ標準、軽量タイプ

プレハブコントローラ  型式：FPC-K1H

タイマー基板  型式：TM-001

異常高温出力用リレーユニット

FES-P4  アラーム4  FPC搭載専用

YWLD20-25-30  排水トラップ  室内用20～30A(ウォレス)

電線組立品クーリングコイル用  ヒーターデフロスト仕様接続用

2）冷凍庫 仕様

参考カタログ：ガリレイパネルクリエイト株式会社

3）カタログ・納まり参考図

sakurai-fu
四角形



Ａ・019冷凍庫 仕様検討書-2株式会社　福島建築設計事務所 non scale令和7年度群馬県中部農業事務所家畜保健衛生課病性鑑定施設基本設計業務

ロールインタイプ
床納まり参考図

天井パネル下地参考図

室内機

室外機

sakurai-fu
四角形



■冷凍庫保管運用について

紫外線光触媒脱臭装置は死亡牛等からの硫化水素等の臭気を脱臭する目的で設置され現BSE

採材棟の保管保冷庫にも採用されている。脱臭におけるフローを以下に示す。

当該脱臭装置の運用温度範囲は58℃〜-5℃程度であるが、-20℃での低温下で運用する場合

は暖機運転しUVランプが点灯した後にファンを起動させる運転方法であれば運用可能であ

る。装置は24時間連続運転するものであり、運転停止した場合は再度暖気運転を行いUVラ

ンプを点灯させる必要がある。基本的に運転停止するのはメンテナンス時のみである。

■冷凍庫保管下での硫化水素の発生について

冷凍された死亡牛等は腐敗が停止するため脱臭の必要性はないが、解剖室に搬入されるのは

腐敗が始まった常温の死亡牛等である。0℃〜5℃の運用で深部冷却まで3日程度時間を要す

るとも言われている。冷凍されるまでの間は腐敗による硫化水素等の臭気は少なからず発生

すると考えられる。

　別紙 （事例1）は本件中央家畜保健衛生所のBSE採材棟保冷保管庫である。

　現状、-3〜-5℃の保冷保管庫として利用されている。

　庫内の硫化水素濃度を0.2ppm以下に保つ光触媒脱臭装置設置が設置されている

（労働安全衛生法の作業環境測定基準 1ppm）。

　別紙 （事例2）は愛知県中央家畜保健衛生所の冷凍保管庫である。

　-3〜-20℃の冷凍保管庫として利用されているが、光触媒脱臭装置設置が設置されて

　いる。事例.1と同様に硫化水素濃度を0.2ppm以下に保たれている。臭気濃度は低温

　下で臭気が抑えられるため（事例1）の1/10である。

■検討結果、課題

・冷凍保管下においても光触媒脱臭装置の運用は可能である

・冷凍保管の場合でもタイムラグがあるため、少なからず硫化水素は発生すると考えられる

　ため対応、対策が必要である

・冷凍保管で脱臭装置を設置しない場合、硫化水素の発生濃度は成り行きである

・また硫化水素等の臭気の発生は施設内の作業者への影響だけでなく、周辺地域への影響も

　考慮しなければならない（「悪臭防止法」による規制）. 前橋市の場合、届出義務はないが

　規制基準遵守が求められる.

冷凍された死亡牛等は腐敗が停止するため脱臭の必要性はないが、解剖室に搬入されるのは腐敗

が始まった常温の死亡牛等である。0℃〜5℃の運用で深部冷却まで3日程度時間を要するとも言

われている。冷凍されるまでの間は腐敗による硫化水素等の臭気は少なからず発生すると考えら

れる。冷凍保管において脱臭装置を設置しない場合、臭気がどの程度の数値になるのかは不明で

ある。

愛知県中央家畜保健衛生所の運用当初の温度は-3℃〜-20℃であったが冷却コストの問題、冷凍

するとレンダリングに支障が出るなどの課題が生じ、現状は0℃～5℃の温度で運用されている

とのこと。

　*レンダリング = 家畜死体を粉砕、加熱処理し減容化と病原体の不活性化を行う装置

紫外線光触媒脱臭装置 参考図 non scale

上面図 側面図 正面図

■紫外線光触媒脱臭装置の設置の要否と冷凍下での運用についての検討
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光触媒脱臭装置 
敷地境界臭気濃度 
10未満 

死亡牛一時保管保冷庫 

（保冷庫内部臭気循環により臭気濃度蓄積を防ぎます。） 

庫内臭気濃度5000以下 

搬入された死亡牛を採材します。 
採材の終わった死亡牛は、移動させて保冷庫に
収容します。 

BSE検査施設概要 

■採材室全景 

■保管保冷庫入口内部 

硫化水素や低級脂肪酸類などの臭気は空気よ
り重いので保管保冷庫内部でも床面に滞留しや
すいため、床面に近いところより臭気を吸気します。 

処理フロー 

■ 施設内容積 73m3 

■ 死亡牛保管頭数 10頭収容 
■ 死亡牛保管日数 約3日 
■ 施設内気温 －3℃～－5℃ 

処理条件 

1  保管保冷庫内臭気濃度5,000以下を保つこと 
2  保管保冷庫内で発生する硫化水素濃度100ppm→0.2ppm以下を保つこと 
 

処理能力 

■ 5m3／min

処理風量 

■ 採材施設 1棟 
■ 保管保冷庫 4基 40頭収容 292m3 

 1基 4頭収容 35m3

■保管保冷庫向け紫外線光触媒脱臭装置 

排気側　配管 
吸気側　配管 

■保管保冷庫入口内部 

脱臭された空気は、紫外線殺菌もされています。 

■脱臭装置内部 

■ 物質ppm濃度 

群馬県の死亡牛BSE検査施設については、平成14年度に家畜衛生研究所敷地内に整備されました。 
施設には、死亡牛を検査結果がでるまで一時保管するコンテナ保冷庫（収容能力10頭）が4基整備され
ています。コンテナ保冷庫（収容能力4頭）は1基整備されています。 
保冷庫向け脱臭設備については平成21年度10月に2台について更新整備されました。 

入口 
硫化水素 20 0.2 
メチルメルカプタン 1 0.01 
硫化メチル 0.5 0.2 
二硫化メチル 0.5 0.1 
アミン類 0.1 0.07

出口 ■ 臭気濃度 臭気指数 
 入口 47 50,000 
 出口 25 300 
 庫内 27 5,000

臭気濃度 

●［屋外設置／保冷庫内設置］←選択ができます。  
　［100V／200V］←選択ができます。 

検査結果の後、死亡牛を順次保冷庫より搬出
します。 

臭気指数 29 
臭気濃度 790

サンプリング日 ： 平成21年11月17日 
サンプリング場所 ： 死亡牛一次保管保冷庫内 
においの種類 ： 死亡牛腐敗臭気 

＊死亡牛の保管空間が狭いため、換気回数を
多くしています。 

屋外設置　＊1コンテナ当たり1台 

処理風量 5m3／min   
（空間容積73m3、4.1回転／時間の換気回数） 

設計条件 
＊1コンテナ当たり 

＊1コンテナ当たり 

（事例1）群馬県家畜保健衛生所 BSE採材棟保冷保管庫

保冷保管庫
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搬入された死亡牛をホイストで吊り、採材します。
採材の終わった死亡牛は、SUS製の箱に入れて、
フォークリフト運搬、冷凍庫に収容します。

BSE検査施設概要

■保管冷凍庫入口

検査結果がでると、死亡牛を順次冷凍庫より搬
出します。

冷凍庫の奥に装置を設置しています。

■保管冷凍庫内部

硫化水素や低級脂肪酸類などの臭気は空気よ
り重いので保管冷凍庫内部でも床面に滞留しや
すいため、床面に近いところより臭気を吸気します。

設計条件

処理条件

処理フロー

■ 施設内容積 1,176m3

■ 死亡牛保管頭数 24頭～
■ 死亡牛保管日数 約3日
■ 施設内気温 －3℃～－20℃

■ 30m3／min（15m3／min × 2基）  

1  保管冷凍庫内臭気濃度500以下を保つこと
2  保管冷凍庫内で発生する硫化水素濃度100ppm→0.2ppm以下を保つこと

処理能力

処理風量

■ 採材施設 1棟 鉄骨造 399m2

■ 保管冷凍庫 1基 24頭収容 1,176m3

■保管冷凍庫向け紫外線光触媒脱臭装置

冷凍庫内設置

処理風量 30m3／min（15m3／min × 2基）  
（空間容積1,176m3、1.5回転／時間の換気回数）

病性鑑定用施設空間

吸気口

■保管冷凍庫内部

光触媒脱臭装置
施設建屋内部に拡散する臭気は低濃度となります

敷地境界臭気濃度
10未満

死亡牛一時保管冷凍庫

（冷凍庫内部臭気循環により臭気濃度蓄積を防ぎます。）

庫内臭気濃度500以下

稀釈空気として、吸気側とは対角線上の冷凍庫
の上から還流させます。
脱臭された空気は、紫外線殺菌もされています。

吐出側　配管

■保管冷凍庫内部

■ 物質ppm濃度

　死亡牛のBSE検査施設については、平成15年度に愛知県中央家畜保健衛生所の敷地内に整備
されました。
　施設には、死亡牛を検査結果がでるまで一時保管する冷凍庫（収容能力24頭）が整備されて
います。

●［屋外設置／冷凍庫内設置］←選択ができます。 
　［100V／200V］←選択ができます。

入口
硫化水素 20 0.2
メチルメルカプタン 1 0.01
硫化メチル 0.5 0.2
二硫化メチル 0.5 0.1
アミン類 0.1 0.07

出口 ■ 臭気濃度 臭気指数
 入口 45 30,000
 出口 25 300
 庫内 27 500

臭気濃度

（事例2）愛知県中央家畜保健衛生所 冷凍保管庫

冷凍保管庫
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